
　ラップランド大学では交換留学生用に

授業が用意されていて、その中から選ぶ

ようになっています。私は千葉大学でい

う普遍を 1 つ、専門を 5 つの計 6 つの授

業を履修登録しました。きちんと履修登

録できるか不安でしたが、オリエンテー

ションウィークで詳しく説明してくれた

り、tutor teacher と言って自分のコース

の先生が相談にのってくださったりして

無事登録することができました。授業は

何曜日の何時間目、と決まっているので

はなく不規則に開講されます。フィンラ

ンドには TUUDO という学生のためのア

プリがあり、授業スケジュールや教室を

確認できてとても便利です。
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大学のエントランス

北欧っぽい、と感じた道（歩行者、自転車）



履修登録した6つの授業のうち今までに始まっている5つについて書きたいと思います。

Understanding Finland

　この授業が唯一の普遍の授業でした。主にフィンランド人の性格や社会についてを講

義で学び、それらを自身の出身国と比較してレポートを書くという授業でした。予想通

りだった点もそうではなかった点もあり興味深かったです。また、日本と比較するとい

うことで改めて日本について考えることができたり、フィンランドでの振る舞い方を学

べたりして受講してよかったと思っています。

Finnish Design

　フィンランドのデザインについてインダストリアル、テキスタイル、オーディオビジュ

アル、ファッション、グラフィックの５つの側面から学びました。学生がランダムに５

つのグループに分けられその分野について特に詳しく取り組むのですが、私はオーディ

オビジュアルグループになり、今まで学んだことがない分野だったのでとても苦戦しま

した。グループメンバーがたくさん助けてくれてなんとか最終発表を終えることができ

ました。

開放的でカラフルなカフェテリア



Furniture Design Models

　この授業ではフィンランドの家具デザイナーとその作品を参考に、家具デザインを考

えます。私は Eero Saarinen の Execytive Chair を選び、この椅子の特徴である曲線を

取り入れた椅子を考えています。最終的に６分の１スケールの模型を作るのですが一ク

ラスが少人数なので先生が学生各々の使いたい素材、加工方法を一緒に考えてくれます。

現在模型の作成に入っており、完成が楽しみです。

Printing Workshop

　最終成果物として、パターンデザインを考えてスクリーンプリントで布に印刷をしま

す。まだ始まったばかりですが、既に自身で考えたデザインでスクリーンプリントを行っ

てみました。最初はコツがつかめず難しかったのですが先生に教えてもらってから徐々

にうまくいくようになり楽しかったです。パターンデザインを考える時には繰り返し印

刷する時の繋がりを考える必要があり、難しそうだと感じています。

Furniture Design Models
本制作に入る前にプラスチックをうまく曲げられるか試行

Print ing Workshop
自分で作ってきた型紙を使ってスクリーンプリント体験



Independent Photography Studies Seminar

　写真に撮りたいテーマを決めて、各自自身のテーマに沿ってプロジェクトとして進め

ていきます。最終的には印刷して作品とするのですが文字を入れるかやサイズなども自

分で決めることができます。私は建物の一部の写真を沢山撮って、引いて見ると 1つの

絵に見えるような作品を作りたいと考えています。

　授業全体を通して感じていることは、各々に委ねている部分が非常に大きく自由度が

高いという点です。また、少人数であるものが多く先生が学生一人一人を見てくれてい

る所も良い点だと感じています。満足度の高い授業ばかりで楽しく学校に通っています。

Independent Photography Studies Seminar



　フィンランドに到着して早々にトラブルが発生しまし

た。トラブルと言っても自分のミスなのですが、寮の鍵

を受け取る事務の営業時間を誤って認識していて、その

日の宿が無いという事態になりました。急遽宿をとりな

んとか野宿を避けられました。災難でしたが泊まった宿

が一軒家の一部屋で、フィンランドの家庭だったので体

験としてとても良かったと思っています。蜂蜜入りの

ムーミンティーを出してくれてとても心が温まりまし

た。さらに、そのオーナーさんがラップランド大学の教

師で、偶然の出会いに嬉しくなりました。

　私は学校から徒歩 5 分の寮に住んでいるのですが、こ

の辺りは田舎で徒歩 30 分ほどでシティに出ることがで

きます。ルームメイトがなぜか自転車を4つ持っていて、

1 つを買ったので移動が簡単になりました。当然、冬の

ロヴァニエミは雪でいっぱいなのですがしっかりと固め

られていて、歩道が横幅 2m くらいあるため安全に走行

することができます。家の近くに小さいスーパーがある

のですが、海外の大きいスーパーが好きで楽しいためそ

ちらにいく事が多いです。スーパーにはマリメッコ柄の

ペーパーナプキンやイッタラの食器、ムーミンティーな

どフィンランドらしいものが沢山売られていて、今から

お土産を買うのが楽しみです。

L I F E
生 活 の 状 況

ロヴァニエミ空港荷物待ち場

初日に泊まった時にいただいたムーミンティー
後ろの部屋の飾りも可愛い

スーパーに売っている marimekko のペーパーナプキン



　寮はキッチン、バストイレが共用の 2 人部屋に入りま

した。自分の部屋には最初ベッドと机椅子とクローゼッ

トだけしかないのですが、フラットメイトが本当に親切

で掛け布団やテーブルライトなど必要でしょ、と貸して

くれたりくれたりしました。

　アイスホッケーの試合に誘ってもらって初めて見に

行ったのですが、大きな音楽や歓声とアグレッシブな試

合に熱くなりました。最初スピーカーから出ていると

思っていた音が、実は観客が実際に太鼓を叩いていた音

で驚きました。ホームチームがゴールしそうになるに連

れて会場全体の熱気が高まる雰囲気もとてもよかったで

す。

　オーロラも一緒に見にいきました。一度目の挑戦では

見られなかったのですが、二度目に見ることができまし

た。最初オーロラを見るスポットについた時は出ていな

かったのですが、少し空から目を離した瞬間にオーロラ

が現れて、美しさに思わず声を出してしまいました。フィ

ンランドにいるうちに必ず見たいと思っていたので大変

嬉しかったです。

　彼女は前セメスターから住んでいたのですが、事情に

より 2 月中旬に帰国してしまいました。彼女のおかげで

楽しい時間を過ごすことができていたので帰国してし

まったのは寂しいですが、一人暮らしになりこれはこれ

で楽しく、のびのび暮らしています。

フラットメイトが作ってくれたパン

アイスホッケーの試合

初めてみたオーロラ
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Furniture Design Models

学期後半は各自で模型を完成させるた

めにひたすら工房で作業を行いまし

た。皆使う素材も工程もバラバラのた

め、先生に各々教えてもらう必要があ

り、先生の隙を見つけては教えてもら

い、余裕を持って完成させることがで

きました。私は座椅子を作ったため最

終プレゼンで学生からどうやって座る

の？と質問があり、やはりヨーロッパ

には馴染みのないものなんだな , と日

本から来た私だから考えられたような

気がして嬉しくなりました。

Introduction to Service Design

グループで授業課題に取り組みました、自分た

ちの思う課題についてサービスデザインを考え

る、という授業でした。仕事の分担が難しいで

すが、自分のできることを探して取り組めたと

思っています。グループ課題をする事はどこで

も難しいようで、メンバー間で少し衝突が起き

てしまいました。しかし、ここで日本だったら

何も言わずにやり過ごしていたと思いますが、

自分の感じていることを伝えてみました。これ

によって状況がとても良くなった、という訳に

はいきませんでしたが、言えただけでも自分の

中で成長できたかなと感じました。

STUDY
勉 学 の 様 子



Independent Photography Studies Seminar

自身で最初に決めたテーマに沿って写真をとって作品を完成させました。こ

の授業では先生からは少しアドバイスをもらう程度でほとんどが自分で進め

ていく形でした、しかし、個人的にはその少しのアドバイスが大きなものだっ

たと感じていて、最終的にも満足できる作品になってよかったです。

前回も書いたかもしれませ

んが、「学生主体」であり「人

それぞれ」というのがラッ

プランド大学の大きな特徴

だと感じました。少しの説

明と、わからないことがあっ

たら聞きにいく。ここまで

自由にデザインの課題を行

うのは私にとってかなり新

鮮で、できることの幅も広

くなり充実した学期を送れ

て嬉しいです。



前のフラットメイトが帰国して 1ヶ

月ほどで新しいフラットメイトが

やってきました。彼女はインド出身

で、とても寛大でよくインド料理を

振る舞ってくれました。彼女はベジ

タリアンのため料理にはお肉もお魚

も入っていないのですが、たくさん

のスパイスが使われているようで、

とても美味しかったです。

ロヴァニエミでは白うさぎが見られ

ると皆よく言っていたのですが、私

はなかなか見られずフラットメイト

が朝に外を見るといるよ、と教えて

くれました。早起きした日に窓から

見ると本当に白うさぎがいて、驚き

と嬉しさがありました。このうさぎ

たちが春になるにつれて茶色くなっ

ていく姿も可愛かったです。

滞在していた寮にはサウナがついていて、予約をし

て１時間自分専用のサウナに入れます。誰もこない

ため快適で、お風呂につかれない分サウナでリラッ

クスしていました。フィンランドを離れて 4ヶ月ほ

どが経ちますが、サウナがとても恋しいです。



5 ヶ月間という長いようで短い滞在

で、正直フィンランドでやりたいこ

とはまだまだありますがそれでも十

分に楽しむことができました。また

いつかフィンランドを訪れることが

できるといいなと思います。

休日はデザインウィークにシティの方に遊びに行ったり、毎週日曜日にクラスの友人たちで集まっ

て手作りケーキを食べながらお話ししたりして楽しい時間を過ごしました。特に、チェコ出身の友

達と仲良くなって、一緒にチェコ料理のストロベリーダンプリングを作ったのが思い出です。いち

ごを加熱して食べる料理はジャム以外初めてでしたがもちもちの生地と合って美味しかったです。

学期は 5月末まででしたが、授業は 5

月上旬で終わり、1ヶ月間たくさん遊

びました。美術館や、北極について知

れる博物館へ行ったり、サンタクロー

ス村へ行ったりもしました。もう雪は

なくなってしまっていましたがサンタ

クロースに会えてサインをもらい、友

人にポストカードも送れました。


